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１ 次の関数についてχが２から４まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

（ ） （ ）１ ｙ＝－４χ ２２

－２４ ２

２ 次の関数について，χの変域が －３≦χ≦２ のときのｙの変域を求めなさい。
２ ２（１）ｙ＝２χ （２）ｙ＝－４χ

≦ｙ≦１８ ≦ｙ≦００ －３６

３ 関数ｙ＝ａχ で，χの値が－２から６まで増加するとき，変化の割合は２です。ａの値を２

。求めなさい

４ 右の図は，関数 のグラフです。次の問に答えなさｙ＝ａχ２

い。

（１）比例定数ａの値を求めなさい。

χの値が２から４まで増加するときの変化の割合を求め（２）

なさい。
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χ＝－３のときｙは最大値をとる。

χ＝０のときｙは最大値０をとる。
χ＝－３のときｙは最小値をとる。
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（３）χの変域を－６≦χ≦３とするとき，ｙの最小値と最大値を求めなさい。

最小値は－１８，最大値は０
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χ＝０のときｙは最大値０をとる。
χ＝－６のときｙは最小値をとる。


